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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、ZnOの CL発光の電子線照射による影響を系統的に調べ、発光の減少は、ZnO結晶の表面とバ
ルク領域での水素の挙動によって説明できることを明らかにした。この研究によって、電子線照射効果に関
する理解が進み、半導体材料の CL評価の信頼性が向上した。
　以上の理由から、本論文は博士論文として十分と判断された。
　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
